
 

 

画像の色調補正が Instagramにおける”いいね！”の獲得に及ぼす影響 
－画像のカテゴリ分類を考慮した検討－	
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あらまし  Instagramではユーザー間のコミュニケーションの一つとして，画像に対して”いいね！”という評価の
付与がなされる．本研究では，Instagram で共有される 8 つの画像カテゴリを対象として，画像の色調補正が”いい
ね！”の獲得を促進するか検討を行った．まず研究 1 では，参加者は自由記述で収集した形容語が各画像カテゴリ
の”いいね！”の判断とどの程度関連するか評価を行い，関連性の高い項目を選定してカテゴリごとに評価尺度を作
成した．次に研究 2 において，8 つのカテゴリの画像について”いいね！”の獲得を目的に色調補正された画像を作
成し，参加者に対して研究 1で作成した尺度を用いて画像の評価を行うよう求めた．その結果，いずれの画像カテ
ゴリにおいても補正前よりも補正後の画像において”いいね！”の獲得が促進されていることが確認された． 
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Abstract   
In Instagram, evaluations with “Like” are given to the images as a communication between users. In this research, we examined 

whether color compensation would promote the receiving "Like" for 8 image categories shared in Instagram. In Study 1, 
participants evaluated to what extent the adjective words gathered by free description are related to the judgment of "Like" in 
each image category. Based on these results, highly relevant items were selected and evaluation scales were created for each 
category. In Study 2, we created color compensated images for the purpose of receiving "Like" for the eight categories of images. 
Participants were asked to evaluate the image by the scale created in Study 1. As a result, it was confirmed that receiving "Like" 
was promoted in the compensated image than before compensation in any image category. 
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1. はじめに  
画像を共有する SNS は広く利用されており，なかで

も代表的な SNS の一つである Instagram は，2018 年 6
月時点で世界中に 10 億人のアクティブユーザーがい
る [1]．  Instagram を利用する動機のうち最も強いもの
として，社会的なコミュニケーションをとることが指

摘されている [2]．コミュニケーションの手段として，
Instagram では，”いいね！ (原語では”Like”)”というラ
ベルのボタンを用いた投稿に対する評価が実装されて

いる．この”いいね！”の獲得数は，その画像や投稿

者の人気や影響力の指標にもなり [3]，投稿者の中には
獲得数が少ない投稿を削除する者がいることも報告さ
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れている [4]．このように，Instagram における”いいね！”
の獲得は重要な要素であるため，その方法を明らかに

することは極めて有益である．”いいね！”を獲得する
方法の個人差に関する検討では，ごく一部のユーザー

は”いいね！”の付与を金銭的に依頼するなどの方法を
利用するが，その他の多くのユーザーは投稿する画像

に工夫を凝らすことが指摘されている [5]．そのため，”
いいね！”の獲得に関する画像について検討がなされ
ている．例えば，顔が写っている画像が有効であるこ

となどが報告されており [6]，これに関連して人物画像
の印象の定量化なども行われている [7]．  
画像の撮影後に取り得る手法としては，画像の加工

がある．画像の加工にはスタンプと呼ばれる画像素材

の付加や，不要な被写体の除去など様々なものがある

が，そのうちの一つに色調補正が挙げられる．

Instagram には色調補正を行える機能が備わっており，

投稿者はこれを利用して彩度や明度などを自由に変更

することが可能である．先行研究では，画像共有 SNS
の一つである Flickr において，画像にかけたフィルタ
ーのログの解析により， 画像の色相の暖色系への補正
や，明度を高くする補正が，SNS 上での評価を促進す
る可能性が示唆されている [8]．しかしながら，色調補
正が SNS 上で共有される画像の評価に及ぼす影響に
関しては，以下の 2 つの点において検討課題が残され
ているといえる．  

1 点目は，色調補正が SNS での評価に影響するとし
ても，具体的にどのような印象を変化させているのか，

また変化させていないのか，充分に検討されていない

点である．閲覧者が画像に対する”いいね！”の付与に
は，様々な主観的な反応が関わっていると考えられる

が，画像に対するどのような評価に関連してこれが生

起しているか不明確であり，現象の特性が充分に明ら

かになっているとはいえない．このことから，色調補

正が”いいね！”の獲得を促進するとしても，その際の
認知処理は不明確で，具体的にどのような評価が促進

されているのか，あるいは促進されていないのか検討

する必要がある．  
2 点目は，画像のカテゴリを考慮した検討がなされ

ていない点である．SNS 上で共有される画像は多岐に
わたり，Instagram では友達，食事，ガジェット，文章
や台詞のある画像 (以下，文章 )，ペット，活動，自撮り，
ファッションという，8 つのカテゴリの画像が共有さ
れることが示唆されている [9]．色調補正が，これらの
いずれのカテゴリの画像においても高い評価を促進す

るか，あるいはその効果は特定のカテゴリにおいての

み有効であるのか，検討する必要がある．  
そこで本研究では，”いいね！”の付与を構成する評価
項目を明らかにし，色調補正がそれらの評価に及ぼす

影響を検討することを目的として，以下の 2 つの研究
を行う．まず予備調査を含めた研究 1 において，“いい
ね！”を構成する評価項目を明らかにするために調査
的検討を行う．画像から喚起される高次の評価を扱っ

た既存の研究としては，感動を構成する下位概念を構

造化した検討が報告されている [10]．彼女らは，まず画
像から喚起される感動に関連すると考えられる画像の

形容語を収集した．次に，これらの形容語のうち感動

を適切に表現するものを調査的検討によって選定した

ことを報告している．研究 1 ではこの手法を応用して， 
Instagram で共有される画像に対する”いいね！”の付
与が，どのような評価によって構成されているか明ら

かにするとともに，評価尺度の作成を行う．その際，

Instagram で共有される 8 つの画像カテゴリごとに検
討することとする．  
次に研究 2 において，Instagram の利用者によって”い
いね！”が獲得できるよう色調補正が施された画像に
ついて，研究 1 で作成された尺度による評価を行う．
色調補正前の元画像と補正後の画像の比較により，各

カテゴリごとに色調補正により”いいね！”の獲得が促
進されるか検討するとともに，色調補正によりどのよ

うな評価が変化するか明らかにする．  
 

2. 予備調査  
2.1.  目的 
予備調査では，Instagram で共有されている画像に対

して "いいね！"を付与したくなる画像を表現する評価
語を広く収集することを目的とする．  

2.2.  方法 
Instagram を使用している大学生 10 名 (男性 5 名，女

性 5 名，平均年齢 21.7 歳，SD＝0.48)が参加した．参
加者には，Instagram で共有される 8 カテゴリーの画像
について，”いいね”したくなる印象を表す形容語を出

来るだけ多く記述することが求められた．その際，各

カテゴリの画像についてイメージしやすいよう，各カ

テゴリに含まれると考えられる画像各 3 枚を例示した． 

2.3.  結果 
収集された評価語について，2 名の研究者の合議に

より，意味的な重複を解消した結果，81 項目となった
(Table 1)．  
 

3. 研究 1 
3.1.  目的 
研究 1 では，予備調査で収集された評価項目のうち，

Instagramで共有される 8つの画像カテゴリについて，”
いいね！”を付与することと関連性の高い評価項目を
選定することを目的とする．  



 
  
 

 

3.2.  方法 
3.2.1. 参加者  

Instagram を使用している大学生・大学院生 10 名 (男
性 5 名，女性 5 名，平均年齢 22.3 歳，SD＝5.25)が研
究に参加した．  

3.2.2. 材料  
予備調査によって収集した評価語 81 語のリストが

用いられた．  

3.2.3. 手続き  
参加者は，リストに示された評価語について，

Instagram に投稿された画像を "いいね "をつける /つけ
ないを決める際に考慮する項目として適切である程度

を，適切 (7)から適切でない (1)の 7 段階で評価すること
が求められた．リスト内の評価語の呈示順は，参加者

間でランダマイズされた．  

3.3.  結果と考察 
カテゴリごとに，評価語の平均評定値を算出し，値

の大きい項目から上位 25%に相当する 20 語を，各カ
テゴリの ”いいね！ ”を構成する項目として解釈した
(Table 2)．これらの結果から，各画像カテゴリにおけ
る”いいね！”の下位概念と考えられる評価項目が明ら
かになったといえる．カテゴリ間の比較では，全ての

Table 1. 収集された評価語  
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Table 2. 画像カテゴリごとの”いいね！”の付与と関連性の高い評価項目  
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カテゴリで観察された”おしゃれな”や，7 つのカテゴ
リで観察された”他の人にも共有したくなる”などの評
価項目が，”いいね！”を付与する際の基本的でカテゴ
リ横断的な評価項目であることが示唆された．その一

方で，”おいしそう”や，”実用性のある”などのカテゴ
リ特有の評価項目も観察され，画像の内容によって”い
いね！”の付与の観点が異なることが示唆された．  

  

4. 研究 2 
4.1.  目的 
研究 2 では，研究 1 で作成された尺度を用いて，色

調補正が各カテゴリの画像の”いいね！”の促進に及ぼ
す効果を検討することを目的とする．  

4.2.  方法 
4.2.1. 参加者  

Instagram を利用している大学生・大学院生 10 名 (男
性 5 名，女性 5 名，平均年齢 21.4 歳，SD＝1.07)が研
究に参加した．  

4.2.2. 材料  
8 つのカテゴリに属すると考えられる画像各 5 が，

パブリックドメインのものや素材販売サイトから収集

された．各画像について，以下の手続きにより ”いい
ね！”が促進される色調補正が施された．まず，各画像
について，研究 2 の参加者には含まれない 10 名の
Instagram利用者 (平均年齢 21.7歳 )によって，”いいね！”
が促進されると考えられる色調補正を行うことが求め

られた．各画像のピクセルごとに算出された L*，a*，
b*に基づき，参加者の平均値を用いて色調補正が施さ
れた画像を作成した (Figure 1)．これらの画像と補正前
の画像が，材料として用いられた．  

4.2.3. 手続き  
参加者は，ディスプレイに呈示された色調補正前と

補正後の 2 枚の画像で構成される 40 ペアに対し，一
方がもう一方と比較して各項目に関してどう感じるか

1(非常に当てはまらない )から 7(非常にあてはまる )で
評定することが求められた．また，”いいね！”したく

なる程度についても，同様に 7 段階で評定することが
求められた．参加者には，いずれの画像が色調補正後

の画像であるか教示されなかった．画像の呈示の際，

同一カテゴリの画像は連続しないよう呈示され，呈示

順は参加者間でランダマイズされた．  

4.3.  結果と考察 
カテゴリごとに色調補正後の画像の評価尺度およ

び”いいね！”したくなる程度の平均評定値と 95%信頼
区間を算出した (Figure 2)．”いいね！”したくなる程度
については，全カテゴリについて信頼区間の下限が 0
を上回っていたことから，画像のカテゴリを問わず，

色調補正が”いいね！”の獲得を促進できることが示唆
された．さらに，各評価項目ごとにおいて，ほぼ全て

の項目で信頼区間の下限が 0 を上回っており，色調補
正が”いいね！”に関する様々な下位概念を促進できる
可能性が示唆された．特に，ガジェットのカテゴリに

おいては，全ての項目で信頼区間の下限が 0 を上回っ
ていたことから，色調補正の影響が顕著であることが

示された．今後は，各画像カテゴリのサンプル数を増

やし，補正前の画像と補正量の関係性を検討すること

で，”いいね！”の獲得に有効な色調補正の方法につい
て明らかにできると考えられる．  
ただし，食事のカテゴリにおける”珍しい”や”同じ経

験がある”，文章のカテゴリの”哲学的な”，ペットのカ
テゴリにおける”かっこいい”などの，区間が 0 と重複
している項目も観察された．この原因として，以下の

2 つの可能性が考えられる．まず，これらの項目は色
調補正では促進されない可能性があり，被写体や撮影

方法など，画像の他の要因が関与していることが考え

られる．次に，今回選定した画像サンプルの網羅性が

高くなかったことで，画像と評価項目の適合度が低下

し，0 との差が生じなかった可能性である．これらの
可能性については，被写体の操作や，カテゴリ内の網

羅性を高めた検討によって明らかになることが期待で

きる．  
 

Figure 1. 各カテゴリにおける色調補正前後の画像の例  
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5. まとめ  
本研究では，画像の色調補正が Instagram で共有さ

れる 8 つの画像カテゴリにおける”いいね！”の獲得に

及ぼす影響を明らかにすることを目的として，2 つの
研究が行われた．研究 1 では，自由記述による項目の
収集と関連性の評定により，8 つの画像カテゴリごと
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Figure 2. 各カテゴリにおける”いいね！”に関する評価項目の平均評定結果  



 
  
 

 

の”いいね！”の付与を構成する画像の評価項目が選定
された．研究 2 では，研究 1 で明らかになった評価項
目を用いて，色調補正の効果を実証した．具体的には，

カテゴリを問わず色調補正は”いいね！”の獲得を促進
し，関連する多くの評価項目についても促進的に作用

することが示された．  
ただし，本研究では検討できていない”いいね！”の

促進に関する以下の点について，今後さらに検討する

必要がある．本研究では，あくまでも画像の評価に関

連する”いいね！”の獲得の促進を検討課題としたが，
他にも”いいね！”に関連する要因が考えられる．例え
ば，ユーザー間の関係性や，被写体の親和性などが関

連することが考えられるため，今後はこれらを統制し

た検討も行うことで，”いいね！”の付与に関する機序
の詳細が明らかになると考えられる．  
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